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浜岡原子力発電所海洋レーダの水産業への
利活用について
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00 浜岡原子力発電所海洋レーダの概要

•発電所沖合約40km程度までの海面流速（視線方向）を観測

•津波を早期に検知するため、短時間観測（1分観測）にて流速を計算

海洋レーダ（5号機原子炉建屋屋上に設置） 観測データ表示（一例）

遠ざかる流れ 近づく流れ送信アンテナ
（使用周波数：24.5MHz）

受信アンテナ

浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所
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7分後

00 仮想津波実験

Copyr i g h t  ©  CHUB U E lec t r i c  P ower  Co . , I nc .  A l l  R i gh t s  Rese rved .

20m級津波（内閣府ケース①）×平常風況時

60km
30km



01 現状の課題および検討内容
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＜至近の海洋レーダ活用事例＞

宮崎県における水産業への活用（2019年度研究会にて紹介）

浜岡原子力発電所海洋レーダの水産業への利活用について検討

（至近の不漁が続く地元水産業への貢献も期待）

静岡県は水産業が有名

＜課題＞

・非常時（津波）に備え開発したものであり、平常時は活用されていない。

設備の有効活用の観点から、平常時における活用が望まれる。
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02 宮崎県海洋レーダ情報の水産業への利活用

•宮崎県水産試験場が漁業者の「水産振興」を目的に、海洋レーダを設置。

流況情報により「潮目」の把握が可能。「安全航行」利用にも期待。

•海洋レーダによる流況、波高等の情報を2019年4月26日より配信開始。

•漁業者は流況、波高等の情報を有効に活用。

海洋レーダ設置状況
配信情報画面

流況
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03 水産関係者のニーズ確認

①静岡県水産技術研究所との意見交換

【現状：浜岡レーダ1局】 【1局追加した場合：浜岡レーダ他2局】

潮目

・遠州灘近郊の海洋にはシラスが多い。
・シラスは浅い海水面付近（～20m）に多く、沖合30～40km程度の範囲

（浜岡海洋レーダの観測範囲内）
・平面流速が分かればシラス漁への活用が期待
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03 水産関係者のニーズ確認

➁３漁協（南駿河湾、遠州、浜名）との意見交換

【Windyアプリ画面(波）】

・「潮目の把握」に有用であり、宮﨑県のような情報提供を切望
・ 検討が具体化すれば、漁協の理事会で説明し、意見聴取したい
・「流れ」に加え、出航判断に使う「波高」も重要。宮崎県同様、水産へ活用するなら
「波高」情報も欲しい。
（現状：「windy」という無料アプリを用い、風、波等などの情報を把握）



04 開発に向けた進め方
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① 試験観測（レーダ仮設置）により提供情報のイメージを漁業
者等に提供（県水産技術研究所と協調）

➁ ①よりシステムの改善点等確認し、静岡県水産関係者へPR

➂ 本観測（レーダ本設置）を実施、水産利用者へ情報提供

＜進め方＞

水産関係者（静岡県水産技術研究所他）、宮崎県水産試験場、
琉球大学等と進め方について意見交換を実施

今回報告
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05 水産利用に向けての課題整理

課題① 平面流速を得るには、海洋レーダが２局必要

⇒ 海洋レーダの追加設置が必要（浜岡は1局）

課題➁ 長時間観測（20～30分程度）および波高の
計算が必要

⇒ 流速および波高計算システムが必要

課題➂ 漁業者等へ情報提供するシステムが必要

⇒ 情報提供システムが必要
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05 課題解決に向けた検討

課題①海洋レーダ増設について

・琉球大学との共同研究※においてバイスタティックレーダ観測を行うため、浜岡海洋レー
ダの観測範囲を踏まえた現場調査を実施

→ 3か所候補地点有（竜洋海洋公園、福田海岸、鮫島海岸）

・上記を踏まえ、県の防潮堤工事等の状況を確認し再調査を実施し、場所を選定

※津波計測レーダネットワーク構築のための海洋レーダと観測技術の開発（2017～2018年度）

候補地点Ａ：掛塚灯台
（防潮堤工事中のため実施不可）

候補地点Ｂ：鮫島海岸

候補地点Ｃ：福田海岸

浜岡原子力発電所
（5号機）

福田漁港福田海岸

鮫島海岸

竜洋海洋公園 浜岡原子力発電所

位置図 観測状況（福田海岸）
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05 課題解決に向けた検討

課題➁長時間観測および波高計算について

・浜岡海洋レーダシステムの計算時間の変更等は困難であるため、ADデータから独自の
計算アルゴリズムを用いて流速計算を実施（津波監視システムとは別システム）
・波高計算はドップラーＳＰの二次散乱を用い既存の計算方法にて実施

視線方向流速

浜岡海洋レーダ

海洋レーダシステム

津波監視システム

流速計算システム

ADデータ or

DOPデータ

＜既存システム＞

増設海洋レーダ（仮設）
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05 課題解決に向けた検討

課題➂漁業者等へ情報提供するシステムについて

・宮崎県の情報提供システムを参考に、３漁協との意見交換を踏まえ画面上に反映すべ
き情報を整理
・利用者が容易に閲覧できるようPC（インターネット）、スマホ等にて検討

中部電力 遠州灘海況情報提供システム

流況
流況

（25時間移動平均）
波高

御前崎港

天気予報（御前崎）

予測潮位（御前崎） 現在の潮位：1.8 m

2020年6月16日 15時00分

現在の気温：15.8 ℃ 現在の風速：2.0 m/s
現在の風向：南東

提供画面イメージ
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06 全体システム（イメージ）

＜海洋レーダ増設（仮設）＞

漁業者等へ

浜岡海洋レーダ

＜津波監視システム＞

視線方向流速

ADデータ
（DOPデータ）

ADデータ

流速・波高

流況・波高等

中部電力 遠州灘海況情報提供システム

流況
流況

（25時間移動平均） 波高

御前崎港

天気予報（御前崎）

予測潮位（御前崎）

2020年6月16日 15時00分

VHFレーダ

HFレーダ

浜岡

＜浜岡レーダシステム＞

＜流速計算システム＞

＜情報提供システム＞

計算

流速（短時間計算）

計算・表示

新規開発範囲

ADデータ

視線流速

ADデータ

データ蓄積（津波用）

インターネット
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年 度
実施内容

２０２１

＜可能性調査＞

 ２局化の精度検証

＜社内調整＞

 社内のWG

 地域対応グループ

＜対外調整＞

 琉球大学

 県・水産技研

 県・振興課他

 漁協

全体スケジュール案（2021年度）

12

2局化の必要性

助成金確認

情報共有

情報共有
2局化方向性整理

予算化

課題整理
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年 度
実施内容

２０２２ ２０２３ 備考

＜試験観測＞

 全体計画検討

 HFレーダ設置（仮設）

・現場調査、場所の決定 3候補地点

・許認可申請、許可、届出 海岸法、自然公園条例他

・設置、観測実験 観測期間 約1年

 流速計算システム設置

・現場調査、工事

・システム試作

 情報提供システム設置

・システム試作

＜漁業関係者への情報提供＞ 提供期間 約１年

全体スケジュール案（2022～2023年度）

▽設置

12

観測実験

▽試作

流速・波高計算

システム連携

情報提供システム閲覧

▽撤去

▽試作


